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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 18日 (2007.10.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 遊 技 機 が 設 置 さ れ る 遊 技 機 設 置 島 で あ っ て 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 下 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 遊 技 機 に よ る 遊 技 に 使 用 す る 遊 技 球 を 貯 留 す
る 下 部 タ ン ク と 、
　 前 記 下 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 揚 送 す る と と も に 、 該
揚 送 し た 遊 技 球 を 揚 送 球 排 出 口 か ら 排 出 す る 揚 送 装 置 と 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 揚 送 装 置 の 揚 送 球 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 遊 技
球 を 貯 留 す る 上 部 タ ン ク と 、
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　 を 備 え 、

該 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 隣 接 す る 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 タ ン ク で あ る 隣 接 上
部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 １ 移 送 樋 と 、

前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 前 記 上 部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 ２ 移 送
樋 と 、

前 記 上 部 タ ン ク の 前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 対 向 面 に 複 数 形 成 さ れ 、 該 上 部 タ ン ク
に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 第 １ 移 送 樋 に 流 出 さ せ る 流 出 口 と 、

該 流 出 口 よ り も 下 方 位 置 に 複 数 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 移 送 樋 か ら の 遊 技 球 が 流 入 す る 流 入
口 と 、

を 備 え 、
前 記 第 １ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 ２ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち 第 １ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 出 口 を 閉 塞 す る 第 １ 閉 塞 部 材 と 、
前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち 第 ２ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 入 口 を 閉 塞 す る 第 ２ 閉 塞 部 材 と 、
前 記 複 数 の 各 流 入 口 そ れ ぞ れ の 内 側 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 該 流 入 口 か ら 前 記 上 部 タ ン ク

の 内 側 に 向 け て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 部 と 、
前 記 上 部 タ ン ク 内 の 余 剰 球 を 前 記 揚 送 装 置 に 供 給 す る た め に 流 出 さ せ る 余 剰 球 流 出 通 路

と 、



　

　
　

　 こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 設 置 島 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 誘 導 通 路 の 幅 方 向 の 略 中 央 位 置 に 、 該 誘 導 通 路 の 長 手 方 向 に 向 け て 立 設 さ れ る 仕 切
板 を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 設 置 島 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 設 置 島 は 、
　 複 数 の 遊 技 機 が 設 置 さ れ る 遊 技 機 設 置 島 で あ っ て 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 下 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 遊 技 機 に よ る 遊 技 に 使 用 す る 遊 技 球 を 貯 留 す
る 下 部 タ ン ク と 、
　 前 記 下 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 揚 送 す る と と も に 、 該
揚 送 し た 遊 技 球 を 揚 送 球 排 出 口 か ら 排 出 す る 揚 送 装 置 と 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 揚 送 装 置 の 揚 送 球 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 遊 技
球 を 貯 留 す る 上 部 タ ン ク と 、
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　 を 備 え 、
　

　
　

　 こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 タ ン ク 間 に を 架 設 す
る 際 に お い て 、 複 数 設 置 さ れ た う ち の 一 部 の 遊 技 機 設 置 島 間 の が
遊 技 店 の 構 造 物 に 干 渉 す る こ と が あ っ て も 、 上 部 タ ン ク に 対 す る
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前 記 複 数 の 流 入 口 は 、 左 右 の 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 形 成 さ
れ 、

前 記 傾 斜 部 は 、 前 記 左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ 、
前 記 左 右 の 傾 斜 部 間 に 設 け ら れ 、 前 記 傾 斜 部 か ら 流 入 す る 遊 技 球 を 前 記 余 剰 球 流 出 通 路

に 誘 導 す る 誘 導 通 路 を 備 え る 、

該 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 隣 接 す る 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 タ ン ク で あ る 隣 接 上
部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 １ 移 送 樋 と 、

前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 前 記 上 部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 ２ 移 送
樋 と 、

前 記 上 部 タ ン ク の 前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 対 向 面 に 複 数 形 成 さ れ 、 該 上 部 タ ン ク
に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 第 １ 移 送 樋 に 流 出 さ せ る 流 出 口 と 、

該 流 出 口 よ り も 下 方 位 置 に 複 数 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 移 送 樋 か ら の 遊 技 球 が 流 入 す る 流 入
口 と 、

を 備 え 、
前 記 第 １ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 ２ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち 第 １ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 出 口 を 閉 塞 す る 第 １ 閉 塞 部 材 と 、
前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち 第 ２ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 入 口 を 閉 塞 す る 第 ２ 閉 塞 部 材 と 、
前 記 複 数 の 各 流 入 口 そ れ ぞ れ の 内 側 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 該 流 入 口 か ら 前 記 上 部 タ ン ク

の 内 側 に 向 け て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 部 と 、
前 記 上 部 タ ン ク 内 の 余 剰 球 を 前 記 揚 送 装 置 に 供 給 す る た め に 流 出 さ せ る 余 剰 球 流 出 通 路

と 、

前 記 複 数 の 流 入 口 は 、 左 右 の 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 形 成 さ
れ 、

前 記 傾 斜 部 は 、 前 記 左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ 、
前 記 左 右 の 傾 斜 部 間 に 設 け ら れ 、 前 記 傾 斜 部 か ら 流 入 す る 遊 技 球 を 前 記 余 剰 球 流 出 通 路

に 誘 導 す る 誘 導 通 路 を 備 え る 、

第 １ 移 送 樋 及 び 第 ２ 移 送 樋
第 １ 移 送 樋 や 第 ２ 移 送 樋

第 １ 移 送 樋 や 第 ２ 移 送 樋



の 現 場 に て 容 易 に 行 う こ と が で き 、 こ れ に よ り 遊 技 店 の 構 造 物
と の 干 渉 を 容 易 に 回 避 で き る た め 、 遊 技 店 の 負 担 が 効 果 的 に 軽 減 さ れ る ば か り か 、 遊 技 機
設 置 島 の 仕 様 の 共 通 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 設 置 島 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 遊 技 機 設 置 島 で あ っ て 、
　

こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 の 側 板 ５ １ の 外 面 所 定 箇 所 に は 、 前 記 揚 送 装 置 ３ ２ ５ を 上 部 タ ン ク ３ の 内 部 方 向 に
収 容 す る 上 下 方 向 に 延 び る 収 容 凹 部 ５ ４ が 内 部 に 向 け て 凹 設 さ れ て い る 。 ま た 、 前 後 の 両
側 板 ５ １ 、 す な わ ち 、 当 該 遊 技 機 設 置 島 １ に 隣 接 配 置 さ れ る 他 の 遊 技 機 設 置 島 １ ’ の 上 部
タ ン ク ３ と 対 向 す る 対 向 面 に は 、 前 述 し た 受 渡 し 樋 ４ ０ ０ 、 ４ ０ １ の 端 部 が 接 続 さ れ る 流
入 口 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ 及 び 流 出 口 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 流 入 口 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ
は 、 側 板 ５ １ の 長 手 方 向 に 並 設 さ れ る ２ つ の 流 入 口 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ か ら な り 、 こ れ ら 流 入
口 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ は 、 側 板 ５ １ に お け る 底 板 ５ ２ の 配 置 位 置 よ り も 下 方 位 置 に 形 成 さ れ て
い る 。 ま た 、 ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ は 、 側 板 ５ １ の 長 手 方 向 に 並 設 さ れ る ２ つ の ５
６ ａ 、 ５ ６ ｂ か ら な り 、 こ れ ら ５ ６ ａ 、 ５ ６ ｂ は 、 側 板 ５ １ に お け る 底 板 ５ ２ の 配
置 位 置 よ り も 上 方 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、

よ り も 下 方 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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接 続 位 置 を 選 択 す る だ け で

前 記 誘 導 通 路 の 幅 方 向 の 略 中 央 位 置 に 、 該 誘 導 通 路 の 長 手 方 向 に 向 け て 立 設 さ れ る 仕 切
板 を 備 え る

左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 形 成 さ れ た 流 入 口 か ら 内 部 に 流 入 し た 遊 技
球 は 、 そ れ ぞ れ 誘 導 通 路 の 幅 方 向 に お け る 中 央 よ り も 手 前 側 で 流 下 方 向 に 向 け て 方 向 変 更
さ れ る た め 、 両 流 入 口 か ら 流 入 す る 遊 技 球 同 士 の 合 流 時 に お け る 干 渉 が 極 力 回 避 さ れ る た
め 、 ス ム ー ズ に 流 下 さ せ る こ と が で き る 。

流 出 口 流 出 口
流 出 口

流 入 口 ５ ５ ａ 、 ５ ５ ｂ は 流 出 口 ５ ６
ａ 、 ５ ６ ｂ



【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ は 、
　 複 数 の 遊 技 機 （ パ チ ン コ 機 ２ ） が 設 置 さ れ る 遊 技 機 設 置 島 （ １ 、 １ ’ ） で あ っ て 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 下 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 遊 技 機 に よ る 遊 技 に 使 用 す る 遊 技 球 （ パ チ ン
コ 球 ） を 貯 留 す る 下 部 タ ン ク （ ９ Ｌ 、 ９ Ｒ ） と 、
　 前 記 下 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 揚 送 す る と と も に 、 該
揚 送 し た 遊 技 球 を 揚 送 球 排 出 口 （ ３ ２ ８ ） か ら 排 出 す る 揚 送 装 置 （ ３ ２ ５ ） と 、
　 前 記 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 に 配 設 さ れ 、 前 記 揚 送 装 置 の 揚 送 球 排 出 口 か ら 排 出 さ れ た 遊 技
球 を 貯 留 す る 上 部 タ ン ク （ ３ ） と 、
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　 を 備 え 、
　

　

　

【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ は 、
　

【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ２
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該 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 隣 接 す る 遊 技 機 設 置 島 の 上 部 タ ン ク で あ る 隣 接 上
部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 １ 移 送 樋 （ ４ ０ ０ ま た は ４ ０ １ ） と 、

前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 、 前 記 上 部 タ ン ク に 移 送 す る た め の 第 ２ 移 送
樋 （ ４ ０ １ ま た は ４ ０ ０ ） と 、

前 記 上 部 タ ン ク の 前 記 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 対 向 面 に 複 数 形 成 さ れ 、 該 上 部 タ ン ク
に 貯 留 さ れ た 遊 技 球 を 前 記 第 １ 移 送 樋 に 流 出 さ せ る 流 出 口 （ ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ ） と 、

該 流 出 口 よ り も 下 方 位 置 に 複 数 形 成 さ れ 、 前 記 第 ２ 移 送 樋 か ら の 遊 技 球 が 流 入 す る 流 入
口 （ ５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ ） と 、

を 備 え 、
前 記 第 １ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 第 ２ 移 送 樋 は 、 前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち い ず れ か に 選 択 的 に 接 続 さ れ 、
前 記 複 数 の 流 出 口 の う ち 第 １ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 出 口 を 閉 塞 す る 第 １ 閉 塞 部 材 （ 蓋

部 材 ） と 、
前 記 複 数 の 流 入 口 の う ち 第 ２ 移 送 樋 が 接 続 さ れ な い 流 入 口 を 閉 塞 す る 第 ２ 閉 塞 部 材 （ 蓋

部 材 ） と 、
前 記 複 数 の 各 流 入 口 そ れ ぞ れ の 内 側 に 対 応 し て 設 け ら れ 、 該 流 入 口 か ら 前 記 上 部 タ ン ク

の 内 側 に 向 け て 下 方 に 傾 斜 す る 傾 斜 部 （ 傾 斜 部 ５ ９ ｂ ） と 、
前 記 上 部 タ ン ク 内 の 余 剰 球 を 前 記 揚 送 装 置 に 供 給 す る た め に 流 出 さ せ る 余 剰 球 流 出 通 路

(オ ー バ ー フ ロ ー 管 ５ ７ )と 、

前 記 複 数 の 流 入 口 は 、 左 右 の 隣 接 上 部 タ ン ク に 対 向 す る 左 右 の 対 向 面 そ れ ぞ れ に 形 成 さ
れ 、

前 記 傾 斜 部 （ 傾 斜 部 ５ ９ ｂ ） は 、 前 記 左 右 の 対 向 面 （ 側 板 ５ １ ， ５ １ ） そ れ ぞ れ に 対 応
し て 設 け ら れ 、

前 記 左 右 の 傾 斜 部 間 に 設 け ら れ 、 前 記 傾 斜 部 か ら 流 入 す る 遊 技 球 を 前 記 余 剰 球 流 出 通 路
に 誘 導 す る 誘 導 通 路 （ 溝 部 ５ ９ ａ ） を 備 え る 。

前 記 誘 導 通 路 の 幅 方 向 の 略 中 央 位 置 に 、 該 誘 導 通 路 の 長 手 方 向 に 向 け て 立 設 さ れ る 仕 切
板 （ 方 向 変 更 板 ９ ６ ） を 備 え る 。



【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
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【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
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